
桃・ぶどう
日本一と温泉の郷

笛吹市

H19.10.29　江戸中期民家（旧石原家）土壁塗り体験
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まちづくり市民シンポジウム開催



目録を贈呈同広場で行われた保育所の運動会

　
10
月
４
日
、
市
役
所

で
や
つ
し
ろ
キ
ッ
ズ
広

場
の
引
き
渡
し
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
幼
児
を
中

心
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
や

各
種
教
室
、
地
域
住
民

の
自
由
活
動
な
ど
に
使

っ
て
も
ら
お
う
と
、
山

梨
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
、

八
代
南
部
ス
ポ
ー
ツ
広

場
を
拠
点
施
設
に
指
定
。

４
月
か
ら
天
然
芝
の
整

備
が
行
わ
れ
、
こ
の
た

び
完
成
し
た
同
広
場
が
、

市
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら

こ
の
広
場
を
、
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。

ゴミレンジャーも会場でごみ拾い

親子一緒に手話を体験

　
10
月
14
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
笛
吹
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
普
及
啓
発
の
推
進
や
、
よ
り
多
く
の
人
に
活
動

へ
参
加
し
て
も
ら
う
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
、
太
鼓
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
な

ど
の
催
し
や
、
模
擬

店
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
手
話
体

験
や
市
内
の
学
校
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
の
展
示
な

ど
も
あ
り
、
多
く
の

参
加
者
が
楽
し
み
な

が
ら
福
祉
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
し
た
。

地域の子どもたちもお参り

　
10
月
17
日
、
石
和
町
井
戸
地
区
に
お
い
て
、
延
命
地

蔵
尊
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代
に
こ
の
地
域
に
住
む
６
人

の
有
志
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
そ
の
家
に
代
々
引
き
継

が
れ
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
年
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
の
名
前
が
書
か
れ
た
ち
ょ
う
ち
ん
が
奉
納

さ
れ
、
延
命
が
祈
願
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
も
、
延
命
地
蔵
周
辺
に
掛
け
ら
れ
た
、
こ
れ

ま
で
に
奉
納
さ
れ
た
１
１
０
個
の
ち
ょ
う
ち
ん
が
ろ
う

そ
く
の
炎
で
赤
く
照
ら
し
出
さ
れ
、
訪
れ
た
地
域
の
人

た
ち
が
健
康
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
の
一
人
は
、
﹁
こ
の
地
域
に
新
居
を
構
え
る

人
も
増
え
て
い
る
の
で
、
長
い
歴
史
が
あ
る
こ
の
祭
り

を
知
っ
て
も
ら
い
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
欲
し
い
﹂
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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このコーナーは市内の
いろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
皆さんの身近な情報を
お知らせください。

　
10
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
、
首
都

圏
か
ら
児
童
47
人
が
笛
吹
市
を
訪
れ
、

市
内
の
児
童
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流

を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

児
童
た
ち
は
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
ば
打

ち
体
験
を
し
た
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

し
た
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
ド
ウ
狩
り
体
験
、
野
菜
収

穫
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
、

収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
の
大
き
さ
や
重
さ
に

驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
、
日
本
中
央
競
馬
会
︵
Ｊ

Ｒ
Ａ
︶
ウ
イ
ン
ズ
石
和
か
ら
地
域
振
興

の
一
環
と
し
て
、
消
防
用
ホ
ー
ス
20
本

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
ウ
イ
ン

ズ
石
和
の
加
藤
所
長
は
、
荻
野
市
長
と

市
消
防
団
関
本
消
防
団
長
に
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ホ
ー
ス
は
、
笛
吹
市
消
防
団
に

よ
っ
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
市
民
劇
団
第
２

回
公
演
﹁
ひ
み
つ
の
実
﹂
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
市
民
劇
団
は
、
文
化
庁
の
支
援
を

受
け
て
昨
年
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内

の
小
学
生
か
ら
70
才
ま
で
の
団
員
が
、﹁
劇

団
や
ま
な
み
﹂
の
指
導
の
下
、
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
観
客
が

詰
め
か
け
、
舞
台
で
冒
険
物
語
を
繰
り
広

げ
た
出
演
者
に
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

出演者が勢ぞろいしたエンディング

ブドウ狩りを楽しむ子ども達

加藤所長から目録を受け取る荻野市長と関本消防団長

　
10
月
21
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
演
奏
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
音
楽
隊
に
よ
る
﹁
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

セ
レ
ナ
ー
デ
﹂
﹁
千
の
風
に
な
っ
て
﹂
な

ど
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
詰
め
か
け
た
観
衆
か
ら
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
前
日
に
は
音
楽
隊
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
演
奏
指
導
会
を
開
催
。
市

内
の
中
学
校
、
高
校
の
吹
奏
楽
部
員
が

パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
楽
器
の
奏
法
や
練

習
の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ま
し
た
。









入賞したみなさん

　
10
月
26
日
、
石

和
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
こ
に
こ
文

庫
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者

の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
石
和
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
地
域
の
小
学
校

17
校
に
贈
ら
れ
た
、

に
こ
に
こ
文
庫
の

感
想
文
を
募
集
し

た
も
の
で
、
４
５

２
の
作
品
が
応
募

さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
︵
敬
称
略
︶

最優秀賞
橘田采香　（境川小５年）
山下夏織　（石和北小６年）
優秀賞
後藤勇磨　（石和南小６年）
菊島夕佳　（春日居小６年）
斉藤優希　（石和北小６年）
仙頭侑太郎（石和北小５年）
風間理紗　（石和東小５年）
鬼丸　楓　（石和西小５年）
河野　萌　（富士見小６年）
猪股裕弥　（御坂西小６年）
山本裕子　（春日居小６年）
小池柚稀　（御坂東小５年）
鶴田梨紗　（富士見小５年）
米山みなみ（中道北小５年）
前嶋真帆　（一宮南小６年）
石原悠衣　（八代小６年）

除幕式を行うニュイ市のザビエル・
デュフーラー市長と荻野市長

　
10
月
16
日
か
ら
23
日
ま
で
、
荻
野
市
長
や
中
村
市
議
会

議
長
ら
22
人
の
友
好
使
節
団
が
、
国
際
友
好
都
市
で
あ
る

ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
・
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ
ム
市
︵
バ
ー
ト
市
︶

と
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ュ
イ
・
サ
ン
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
市
︵
ニ
ュ
イ

市
︶
を
公
式
訪
問
し
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
市
は
、
同
じ
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
り
、

温
泉
療
法
の
先
進
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
石
和
町
が
平

成
３
年
５
月
に
友
好
交
流
協
定
書
へ
の
調
印
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
が
誕
生
し
た
後
、
同
市
か
ら
、
友
好
都
市
交
流

継
続
の
た
め
に
笛
吹
市
を
招
待
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
、
笛
吹
市
と
し
て
正
式
に
友
好
調
印
す
る
た
め
、
今
回

の
公
式
訪
問
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
市
を
訪
れ
た
使
節
団
一
行
は
、
州
立
実
科
学
校
や
市

営
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
視
察
、
教
育
シ
ス
テ
ム
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
理
学
療
法
実
習
の
見
学
な
ど
を
行
い
、
日

本
と
の
制
度
の
違
い
や
互
い
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
歓
迎
会
で

は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
総
領
事
館
の
丸
山

総
領
事
の
立
会
い
の

下
、
両
市
長
が
﹁
友

好
交
流
約
定
書
﹂
へ

署
名
し
、
世
界
平
和

へ
の
貢
献
と
今
後
は

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交

流
を
推
進
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
か
ね
て
か
ら
バ
ー
ト
市
が
制
作
し
て
い
た
﹁
友

好
交
流
15
年
誌
﹂
の
完
成
披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ュ
イ
市
と
は
、
良
質
な
ワ
イ
ン
の
産
地

と
し
て
の
つ
な
が
り
で
、
旧
一
宮
町
が
平
成
４
年
３
月
に

姉
妹
提
携
に
関
す
る
協
定
に
調
印
し
、
交
流
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
年
５
月
、
ニ
ュ
イ
市
か
ら
、
新
設
し
た
道
路
を
﹁
イ

チ
ノ
ミ
ヤ
通
り
﹂
と
命
名
し
た
の
で
、
標
示
板
の
除
幕
式

を
行
い
た
い
と
の
連
絡
を
受
け
、
笛
吹
市
で
は
バ
ー
ト
市

訪
問
に
合
わ
せ
て
公
式
訪
問
の
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ュ
イ
市
を
訪
れ
た
荻
野
市
長
は
、
ザ
ビ

エ
ル
・
デ
ュ
フ
ー
ラ
ー
市
長
と
共
に
﹁
イ
チ
ノ
ミ
ヤ
通
り
﹂

標
示
板
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。
デ
ュ
フ
ー
ラ
ー
市
長
は

﹁
遠
く
の
友
人
を
お
迎
え
で
き
て
嬉
し
い
。
ぜ
ひ
一
宮
の

友
好
を
継
続
し
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
友
好
調
印
を
含
め
た
交
流
方
針
に
つ
い
て
、

両
市
で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
笛
吹
市
と
し
て
の
初
の
公
式
訪
問
と

い
う
こ
と
で
、
使
節
団
は
市
議
会
議
員
を
中
心
に
構
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
バ
ー
ト
市
、
ニ
ュ
イ

市
と
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
促
進
し
て
い
く
同
意
が

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
次
回
か
ら
市
民
を
中
心

と
し
て
構
成
さ
れ
た
使
節
団
で
訪
問
を
行
う
予
定
で
す
。

バート市ローター・バート市長と荻野市長による署名
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■山梨県農業まつり農水産業功績者

（農水産業の振興に功績のあった個人や団体）

　▽果樹部門　　　　　　　　　　▽農村生活部門
　　天野義春・百合恵（一宮町）　　山下和子・秀作（石和町）
　　小越幹夫・とし子（石和町）

■農業を育てるヤングカップル（2人で力を合わせて農業に
　取り組み、地域活動にも積極的に参加している若夫婦）

　　山口美和・琴美（一宮町）

■山梨県指導農業士（次代を担う青年農業者などを育成するとともに、認定後の自主的組織活動を促
進し、資質の向上を図ることを目的に、県から認定されました）

　　岩下和也（八代町）

■山梨県青年農業士（若い農業者に励みと目標を与え、農業者としての意欲を喚起することで、次代
を担う青年農業者を育成するために、県から認定されました）

　常田政年（御坂町）　田中義朗（一宮町）

　10月15日、山梨県JA会館で「第54回山梨県農業まつり式典」が開催され、各種表彰式や認定証授
与式が行われました。
　表彰状及び認定証を授与された市民の方は次のとおりです。（敬称略）

受賞を報告した市老連水上会長

表彰状を受け取る天野義春・百合恵夫妻

　
10
月
11
日
、
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た

第
36
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
、

笛
吹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
優
良
郡

市
町
村
老
連
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
、
支
え
合
う
仲
間
づ

く
り
、
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
を

柱
に
﹁
魅
力
あ
る
市
老
連
活
動
の
指
針
﹂

を
策
定
、
地
域
福
祉
や
地
域
づ
く
り
活

動
な
ど
を
展
開
し
、
市
民
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
、
県
内
で
は
唯
一
の
受
賞
で
す
。

　
市
老
連
は
、
会
員
数
４
９
１
０
人
、

ク
ラ
ブ
数
１
０
７
団
体
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
広
報
紙
﹁
市

老
連
だ
よ
り
﹂
の
定
期
発
行
や
戦
争
体

験
記
﹁
戦
争
あ
の
頃
の
記
録
﹂
の
発
刊
、

各
種
委
員
会
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、

魅
力
あ
る
老
連
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
友

愛
訪
問
や
学
童
の
登
下
校
時
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
、
道
路
な
ど
の
美
化
清
掃
活
動

な
ど
、
社
会
貢
献
・
奉
仕
活
動
に
も
幅

広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
市
老
連
水
上
秀
克
会
長
は
、
﹁
発
足
し

て
３
年
で
の
受
賞
に
驚
い
て
い
る
。
高

齢
化
社
会
が
進
む
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
う
。

長
い
人
生
経
験
や
知
識
を
若
い
人
た
ち

に
伝
え
て
い
く
よ
う
な
活
動
を
進
め
、

地
域
や
家
庭
で
の
人
間
関
係
を
構
築
し

な
が
ら
ふ
る
さ
と

を
創
生
し
て
い
き

た
い
﹂
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

　
同
老
連
で
は
、

今
回
の
受
賞
記
念

行
事
と
し
て
、
10

月
25
日
に
受
賞
報

告
会
、
11
月
15
日

に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

農業士認定

功績者表彰






　
大
河
ド
ラ
マ
﹁
風
林
火
山
﹂
な
ど
の

影
響
で
武
田
信
虎
︵
の
ぶ
と
ら
︶
に
は

暴
君
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
信
虎
は
乱
れ
て
い
た
甲
斐
国
を
統

一
し
、
甲
府
に
つ
つ
じ
が
崎
の
館
と
城

下
町
を
築
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
戦
国

大
名
武
田
家
の
基
礎
を
築
い
た
武
将
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
武
田
信
虎
は
明
応
︵
め
い
お
う
︶
３

年
︵
１
４
９
４
年
︶
に
春
日
居
町
下
岩

下
に
あ
る
岩
下
氏
館
跡
︵
信
虎
誕
生
屋

敷
︶
で
生
ま
れ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
信
虎
誕
生
屋
敷
と
呼
ば
れ

る
場
所
に
は
周
囲
に
水
路
を
巡
ら
せ
た

方
形
の
区
画
が
あ
り
、
屋
敷
跡
北
西
部

の
石
垣
は
周
囲
の
道
よ
り
約
１
ⅿ
50
㎝

程
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
に

岩
下
越
前
守
︵
い
わ
し
た
え
ち
ぜ
ん
の

か
み
︶
の
館
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
信
虎
の
母
は
岩
下
越
前
守
の
妹
で
す
。

母
が
実
家
に
里
帰
り
し
て
い
る
時
に
生

ま
れ
た
男
子
が
信
虎
だ
と
い
う
説
が
あ

り
、
﹁
甲
斐
国
志
﹂
に
は
﹁
里
人
武
田
信

虎
ノ
誕
生
セ
シ
処
ト
云
ヒ
伝
フ
﹂
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
信
虎
誕
生
屋
敷
北
西
部
で
は
平
成
13

年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
掘
建
柱
︵
ほ
っ
た
て
ば
し
ら
︶

建
物
の
柱
穴
が
見
つ
か
り
、
ひ
と
つ
の

柱
穴
に
は
柱
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
平
成
19
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調

査
で
は
、
館
跡
北
東
部
の
地
表
下
80
㎝

か
ら
、
中
世
・
近
世
に
作
ら
れ
た
椀
︵
わ

ん
︶
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
椀
に
は
鮮
や
か
な
朱
色
の
漆
が
塗
ら

れ
、
縁
の
直
経
は
18
㎝
以
上
、
高
さ
は

７
㎝
以
上
あ
り
ま
す
。
漆
が
塗
ら
れ
て

い
る
椀
は
中
世
・
近
世
で
は
高
級
品
で

し
た
。

　
さ
ら
に
、
信
虎
誕
生
屋
敷
の
東
側
に

は
原
田
仁
兵
衛
︵
じ
ん
べ
え
︶
屋
敷
跡

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
原
田
仁
兵
衛
屋
敷

跡
の
北
側
か
ら
は
大
正
６
年
︵
１
９
１

８
年
︶
に
甲
州
金
が
３
枚
掘
り
出
さ
れ

ま
し
た
。
大
判
金
︵
お
お
ば
ん
き
ん
︶

２
枚
と
角
判
金
︵
か
く
ば
ん
き
ん
︶
１

枚
で
す
。
大
判
金
は
長
さ
が
約
13
・
５

㎝
で
、
重
さ
は
約
１
６
０
ℊ
で
す
。
角

判
金
は
長
さ
が
約
10
㎝
、
重
さ
は
約
１

５
６
ℊ
で
す
。
大
判
金
は
、
褒
美
と
し

て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
３
枚
と
も
東
京
国
立
博
物
館

で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
様
な
金
貨
が
長
野
県
下

諏
訪
町
の
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
の
境
内

と
甲
州
市
勝
沼
町
の
ブ
ド
ウ
園
か
ら
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
春
日
居
町
下
岩
下
地
区
に
は
、
こ
の

よ
う
な
武
田
氏
十
八
代
武
田
信
虎
や
戦

国
時
代
の
豪
族
に
関
係
す
る
史
跡
が
残

っ
て
い
ま
す
。
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信虎誕生屋敷現状

漆椀出土の様子

出土した朱色の漆椀

春日居町駅

平成13年度調査地

平成19年度調査地点
（春日居町下岩下）

金貨出土場所

春日居小

大徳院

走湯神社

西
関
東
連
絡
道
路

国
道
14
0号
線

▽︵
注
１
︶
現
役
並
み
所
得
の
方
と
は
︵
現

時
点
で
の
予
定
︶

　
同
一
世
帯
に
住
民
税
の
課
税
所
得
が
、

１
４
５
万
円
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
が
い
る
方

　　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請

し
認
定
を
受
け
る
と
、
１
割
負
担
に
な
り

ま
す
。

◇
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の
み
の

場
合
、
被
保
険
者
本
人
の
収
入
の
額
が

３
８
３
万
円
未
満
の
方

◇
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人
以
上
い

る
場
合
、
被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満
の
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︱


山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

　


広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設


︱

　
﹁
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
﹂
を
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
制
度
に
関
す

る
お
知
ら
せ
な
ど
を
い
ち
早
く
掲
載
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
/
/
w
w
w
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
-

iry
o
u
k
o
u
ik
i.jp

■
問
合
せ
先

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　︵
山
梨
県
自
治
会
館
内
︶

　
☎
０
５
５︵
２
３
６
︶５
６
７
１

・
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
担
当

　
☎
０
５
５︵
２
６
２
︶４
１
１
１

︵
内
線
１
２
５
︶

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

老
人
保
健
制
度

同
上

療
養
の
給
付
や
入
院
時
の
食
事
代
、

高
額
医
療
費
な
ど

保
険
給
付

各
都
道
府
県
の
広
域
連
合
ご
と
に
決
め
ら
れ

た
保
険
料
を
、加
入
者
全
員
が
納
め
ま
す
。

保
険
料
は
世
帯
ご
と
に
決
ま
り
、
加

入
す
る
国
保
や
健
康
保
険
な
ど
に
納

め
ま
す
。

保

険

料

○
一
般
の
方
は
１
割

○
現
役
並
み
所
得
の
方
は
３
割︵
注
１
︶

○
一
般
の
方
は
１
割

○
現
役
並
み
所
得
の
方
は
３
割

医
療
費
の

負
担
割
合

○
75
歳
以
上
の
方

○
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
方

※
移
行
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
75
歳
以
上
の
方

○
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る

方

被
保
険
者

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
１
人
に
１

枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
来
年
３
月
頃
の
発
送
予

定
で
す
。

※
医
療
受
給
者
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

保
険
証
︵
国
保
・
健
保
な
ど
︶

医
療
受
給
者
証

保

険

証

○
老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
は
平
成
20
年
４

月
１
日
か
ら

○
平
成
20
年
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は

誕
生
日
当
日
か
ら

75
歳
の
誕
生
日
の
あ
る
月
の
翌
月︵
１

日
の
方
は
そ
の
月
か
ら
︶

対
象
に
　

な
る
と
き

都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
運
営
主
体
に
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
な
ど
の
窓
口
は
、
今
ま
で
ど
お

り
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
す
。

国
保
で
は
市
町
村
、
そ
の
他
健
保
組

合
な
ど
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

運

営

75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
を
対
象
と
し
た
後

期
高
齢
者
の
た
め
の
独
立
し
た
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ま
で

加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
を
脱
退
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
医
療
保
険

な
ど
に
加
入
し
な
が
ら
﹁
老
人
保
健

制
度
﹂
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

制

度

の

仕

組

み
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
こ
う
変
わ
り
ま
す

︵
※
今
後
、
国
か
ら
の
詳
細
な
制
度
説
明
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︶

　医療費が増大していくなか、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平で分かりやすく、す
べての国民が安心して医療保険を利用できる制度にするために、75歳以上の高齢者を対象にその心
身の特性や生活実態などを踏まえ、従来の医療保険制度から独立した「後期高齢者医療制度」が創
設され、来年4月からスタートします。
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笛吹市男女共同参画推進委員会

　10月３日(水）、笛吹市男女共同参画推進委員会のメン

バー９人が、春日居小学校２年生の道徳授業（自分のよ

いところ）を参観しました。

　この授業のねらいは、「一人ひとりの良さを見付けて

いく気持ちの育成」でした。授業内容は、クラス27人

のそれぞれの良いところをクイズ形式で発表し、みんな

で読み上げ、認め合うというものでした。

　授業のまとめで子供たちが書いた感想には、「友だち

の良さが分かった」「自分の良さが分かった」という意

見が多数ありました。

　この授業の内容は、まさに笛吹市男女共同参画プラン

の基本目標Ⅰに掲げられている「人権意識を高めるため

の教育の推進」そのものであり、「互いを認め合う心を

育てる」という重点目標にも合致して、学校現場でも広く実践してほしいと期待されるものでした。

　授業後の研究会は、男女共同参画推進委員や市民活動支援担当（事務局）、自立と共生のサークル員

（教員）が参加して意見や感想を発表し合い、盛会のうちに終わりました。その折に出された主な意見を

紹介します。

・
クラスの全員がのびのびと発言したり、活動したりしていた。

・
座席に男女の区別がなく、協力し合えるようになっていて良い。

・
現在の世相の中で自己肯定感を育てることは非常に大切である。

・
人権尊重という視点で、子供の教育に取り組むことが望ましい。

・
高学年の児童による、この授業を発展させた取り組みを見てみたい。

・
貴重な授業を提供していただいて良かった。

　笛吹市男女共同参画推進委員会としても、こうした学校現場での取り組みが広げられ、地域と一緒にな

って進められるように、取り組みを強めたいと思いました。

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課

　☎０５５(２６２)４１１１(内線１７３)

今度はどこの学校で

取り組むのかなぁ。 私たちも、お互いの良いところ

を探してみましょうね。

笛ちゃん 吹ちゃん

　市民の青少年育成活動、生涯学習活動を充実させていくために、市内各支所に青少年育成コー
ディネーター、生涯学習コーディネーターを配置して、地域の課題に取り組んでいます。　
　このシリーズでは、各コーディネーターが取り組んでいる事業や、日常の業務を通じて見えて
きた地域の課題を紹介していきたいと思います。

　市教育委員会では、子どもたちの健全育成と体験活動の充実、学校外での交流の場として、「ふ
えふき元気キッズ教室」を開催します。今回は、山梨学院大学のホッケー部やラグビー部、市
内に拠点を置く俳句結社「白露」会員、市内文化協会などと連携して、体験型教室を計画して
います。
　山梨学院大学運動部と連携して開催するホッケー教室、タグラグビー教室では、大学屈指の強
豪運動部員の指導の下、チームスポーツの楽しさを体験します。また、俳句教室では外に出て季
節を肌で感じながら俳句を作ってみます。
　すばらしい指導者の下、最高の環境で体験活動をしてみませんか。詳細やお申し込みについて
は、学校を通じて配布するチラシでご案内します。

■問合せ先　市教育委員会生涯学習課（スコレーセンター内）
　　　　　　青少年育成コーディネーター・生涯学習コーディネーター　
　　　　　　☎０５５(２６３)７９５９

①落とし物や忘れ物の保管期間が３カ月になります。
②落とし物や忘れ物の情報がインターネットで公表され、探しやすくなります。
③携帯電話やカード類など個人情報が入った物については、拾った人が所有権を取得できなくなります。
④公共交通機関や店舗など多くの落とし物や忘れ物を取り扱う事業者を対象に特例施設占有者制度が新設されます。
⑤警察署長は、傘や衣類など大量・安価な物などは、２週間以内に落とし主が見つからない場合は処分できることになります。
⑥動物愛護法による引き取りの対象となった犬・猫は、遺失物法の対象外となります。

☆落とし物・忘れ物をしてしまった方へ
　落としたり忘れたと思う施設や最寄りの警察署または交番、
駐在所にお問い合わせください。また、遺失の届出をして
ください。

☆落とし物・忘れ物を拾った方へ
　駅や店舗などの施設で拾った場合は、その施設に届けて
ください。施設以外（路上など）で拾った場合は、最寄の
警察署や交番・駐在所に届けてください。

☆店舗などの施設の方へ
　店舗などの施設では、これまでどお
り拾得物に関する事項を掲示するか、
拾得物に関する事項を記載した書面を
備え付け閲覧していただくことが必要
です。
　拾得物の届出を受けた場合には、拾
った方の求めに応じて預かり書を交付
することになります。
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こ
の
講
座
は
、
外
国
の
方
と
地
域
の
方

が
、
お
互
い
に
簡
単
な
日
常
会
話
や
家
庭

に
お
け
る
男
女
︵
家
族
︶
の
あ
り
方
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
で
、
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
住

民
と
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
か
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

■
日
時

・
第
１
回
　
韓
国
と
中
国

　
12
月
５
日
︵
水
︶
午
後
１
時
〜
４
時

・
第
２
回
　
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム

　
12
月
12
日
︵
水
︶
午
後
１
時
〜
４
時

・
第
３
回
　
ペ
ル
ー
と
ド
イ
ツ

　
平
成
20
年
１
月
９
日
︵
水
︶

　
午
後
１
時
〜
４
時

・
第
４
回
　
各
国
の
料
理
を
作
っ
て
茶
話

会︵
パ
ー
テ
ィ
ー
︶


　
平
成
20
年
１
月
16
日
︵
水
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
場
所








　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
は
が
き
の

い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
各
講
座
開
講
日
の
前
日

　
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、

当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
託
児
︵
未
就
学
児
︶
を
ご
希
望

の
方
は
、
各
講
座
開
講
日
の
３
日
前
ま

で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
　
５
０
０
円
︵
第
４
回
の
み
︶

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
４
０
０
︱
０
８
６
２

甲
府
市
朝
気
１
︱
２
︱
２

☎
０
５
５
︵
２
３
５
︶４
１
７
１

ͅ
０
５
５
︵
２
３
５
︶１
０
７
７

　
ジ
ャ
ズ
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
色
々
な
曲
を

演
奏
し
ま
す
。
小
学
生
の
金
管
バ
ン
ド
も

出
演
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

　
12
月
８
日
︵
土
︶午
後
７
時
開
演

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
内
容

・
八
代
町
文
化
協
会
軽
音
楽
部

　
　
Ａ
列
車
で
行
こ
う
　
ほ
か

・
八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

　
　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
　
ほ
か

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

八
代
総
合
会
館

☎
０
５
５
︵
２
６
５
︶４
０
１
１

御坂路にある道標

バラ湯

生のジャズをお楽しみください！

特
別
展
の
様
子

　
た
だ
い
ま
開
催
中
の
特
別
展
﹁
い

た
だ
き
ま
す
！
の
考
古
学
﹂
が
、
い

よ
い
よ
12
月
10
日
︵
月
︶
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
縄
文
時
代
の
食
べ
も
の
や
調

理
の
道
具
な
ど
、
縄
文
人
の
﹁
食
﹂

に
ち
な
ん
だ
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
例
え
ば
、
北
杜
市
で
発
見
さ
れ
た

日
本
最
古
の
大
豆
の
痕
跡
と
い
う
、

と
て
も
貴
重
な
資
料
を
写
真
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
境
川
町
で
見
つ
か
っ
た
縄

文
時
代
の
マ
メ
類
や
県
内
外
の
縄
文

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
の
実
、
球

根
類
な
ど
の
炭
化
物
、
陸
上
動
物
や

水
の
中
で
生
き
る
生
物
の
骨
や
殻
な

ど
や
道
具
な
ど
も
、
縄
文
人
の
食
べ

も
の
事
情
を

示
す
も
の
と

し
て
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ご
覧

に
な
っ
て
い

な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

　
勝
沼
天
文
台
の
山
根
一
城
氏
を
講

師
に
招
き
、
恒
例
の
星
を
見
る
会
を

開
催
し
ま
す
。
南
の
空
高
く
輝
く
赤

い
星
﹁
火
星
﹂
を
博
物
館
で
観
望
し

ま
し
ょ
う
。

　
12
月
19
日
に
は
、
火
星
が
地
球
に

最
接
近
し
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
17
日︵
月
︶
午
後
７
時
〜

■
定
員
　
50
人
︵
先
着
順
︶

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の

　
翌
日︵
土
日
は
除
く
︶

■
入
館
料

　
大
人
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生

と
同
伴
の
方
は
、
利
用
券
を

お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
入
館

無
料
で
す
。

☎
０
５
５
３︵
４
７
︶３
３
３
３

　
市
内
に
あ
る
古
道
や
周
辺
の
神
社
、
お

寺
、
道
端
に
た
た
ず
む
石
造
物
な
ど
を
訪

ね
歩
き
、
﹁
ふ
る
さ
と
笛
吹
市
﹂
を
見
つ

め
直
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
15
日
︵
土
︶
　


午
前
８
時
45
分
〜
　
受
付

午
前
９
時
〜
12
時
　
散
策

※
小
雨
決
行

■
集
合
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
前

■
内
容
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
笛
吹
﹂

の
み
な
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

約
３
時
間
か
け
て
、
約
８
キ
ロ
の
道
の

り
を
散
策
し
ま
す
。

散
策
コ
ー
ス
　
市
部
↓
下
平
井
↓
成
田

↓
国
衙
↓
井
之
上
↓
四
日
市
場

■
定
員
　
約
30
人
︵
市
民
優
先
︶

■
持
ち
物
・
服
装

▽
雨
具
・
飲
み
物
な
ど

▽
履
き
な
れ
た
ス
ニ
ー
カ
ー

■
申
込
期
限
　
12
月
10
日
︵
月
︶


■
申
込
・
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会


文
化
財
課

☎
０
５
５
︵
２
６
５
︶４
８
５
２

　
な
ご
み
の
湯
、
み
さ
か
の
湯
、
も
も
の

里
温
泉
の
３
つ
の
温
泉
が
同
時
に
、
イ
ベ

ン
ト
風
呂
を
開
催
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
、

ゆ
っ
た
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

・
ゆ
ず
湯
12
月
18
日︵
火
︶〜
22
日︵
土
︶

・
バ
ラ
湯︵
女
性
風
呂
限
定
︶

　
　
３
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

■
営
業
時
間
な
ど

　
▽
な
ご
み
の
湯

・
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

　
︵
午
後
8
時
30
分
最
終
受
付
︶

　
毎
週
水
曜
日
　
定
休

　
※
年
末
年
始
休
館︵
12
月
31
日
〜
１
月
１
日
︶

・
石
和
町
下
平
井
５
７
８

　
　
☎
０
５
５︵
２
３
０
︶５
５
５
１

　
▽
み
さ
か
の
湯

・
午
前
10
時
〜
午
後
10
時
︵
午
後
９
時

30
分
最
終
受
付
︶

　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
　
定
休

・
御
坂
町
成
田
２
２
０
０

　
　
☎
０
５
５︵
２
６
１
︶６
１
６
６

　
▽
も
も
の
里
温
泉

・
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
︵
午
後
８
時

30
分
最
終
受
付
︶

　
毎
週
木
曜
日
　
定
休

・
一
宮
町
金
沢
３
８
７
︱
１

　
　
☎
０
５
５
３
︵
４
７
︶４
１
２
６

■
問
合
せ
先

・
指
定
管
理
者
　
㈱
富
士
急
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
・
㈲
ジ
ェ
ネ
ス
Ｊ
Ｖ

☎
０
５
５︵
２
６
１
︶６
１
６
６

　︵
み
さ
か
の
湯
内
︶

・
市
民
環
境
部


市
民
活
動
支
援
課


市
民

生
活
担
当

☎
０
５
５︵
２
６
２
︶４
１
１
１

︵
内
線
１
７
４
︶

　
大
人
気
の
地
元
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時

　
平
成
20
年
１
月
26
日︵
土
︶

　
午
後
６
時


開
場
　
６
時
30
分


開
演

■
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い

文
化
館

■
入
場
料
　
無
料

　
た
だ
し
、

入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

こ
の
整
理
券

は
、
12
月
８

日
︵
土
︶
か
ら

ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
と
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ

あ
い
文
化
館
で
配
布
し
ま
す
。

■
曲
目

Ａ
列
車
で
行
こ
う
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

マ
ン
テ
カ
　
ほ
か

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５︵
２
６
３
︶７
９
５
９
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子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
楽
し
め
る
お

祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
自
由
で
す
の
で
、
み
ん
な
で
一
日

た
っ
ぷ
り
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
対
象

　
乳
幼
児
〜
小
学
生

■
日
時

　
12
月
２
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
八
代
総
合
会
館

■
内
容
　

▽
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
お
は
な
し
会
、

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
科
学
の
不
思

議
、
お
ば
け
屋
敷
、
迷
路
、
ブ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
、
ア
イ
デ
ィ
ア
工
作

▽
育
児
相
談
、
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
親

子
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
子
ど
も
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど

▽
す
い
と
ん
、
お
に
ぎ
り
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
サ
ー
ビ
ス

■
参
加
費
　
無
料

■
主
催

　
や
つ
し
ろ
子
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会

■
問
合
せ
先

　
八
代
総
合
会
館

☎
０
５
５
（
２
６
５
）
４
０
１
１

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
地
域
振
興
促

進
助
成
事
業
の
第
１
次
募
集
を
行
い
ま

す
。

　
平
成
20
年
度
に
、
地
域
活
性
化
の
た

め
の
事
業
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い

る
市
民
活
動
団
体
や
地
域
の
方
で
、
こ

の
事
業
を
活
用
し
た
い
方
は
、
市
民
環

境
部
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支
援

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
11
月
末
頃
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
応
募
受
付
期
間
　
12
月
10
日（
月
）〜

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　

市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

　
（
内
線
１
７
１
・
１
７
３
）

　
自
衛
隊
生
徒
（
陸
上
要
員
）
の
入
隊
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
自
衛
隊
生
徒
と
し
て
入
隊
し
た
場
合
、

３
年
間
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
教
育
や

各
種
訓
練
を
受
け
な
が
ら
、
一
般
高
校

と
同
じ
学
科
教
育
を
学
び
、
生
徒
教
育

終
了
時
に
は
、
高
校
の
卒
業
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。

■
試
験
日

・
１
次
試
験

　
平
成
20
年
１
月
12
日

・
２
次
試
験

平
成
20
年
１
月
25
日
〜
28
日
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

■
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
み
）
で
、
日
本
国
籍
を
有
す

る
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成

20
年
４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間

平
成
19
年
11
月
１
日
（
木
）
〜
平
成
20
年

１
月
８
日（
火
）

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　
☎
０
５
５（
２
５
３
）１
５
９
１

・
甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）６
４
２
７

　
県
立
農
業
大
学
校
の
入
学
試
験
を
行
い

ま
す
。
同
学
校
で
は
、
生
産
か
ら
流
通
・

販
売
ま
で
の
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
体

系
的
に
学
べ
ま
す
。

■
募
集
人
数
・
受
験
資
格

▽
養
成
科（
計
30
人)

・
果
樹
学
科
　
20
人

・
園
芸
学
科（
野
菜
・
花
コ
ー
ス
）

　
10
人
　

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の

方
を
含
む
）

▽
専
攻
科(

若
干
名
）
　

・
落
葉
果
樹
学
科（
若
干
名
）

短
期
大
学
以
上
の
農
業
課
程
卒
業
者

（
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

■
試
験
日
程
・
募
集
期
間

▽
養
成
科(

一
般
前
期)

・
専
攻
科(

Ｂ

日
程)

　
平
成
20
年
１
月
17
日（
木
）

・
募
集
期
間
　
12
月
３
日
〜
平
成
20
年

１
月
７
日

▽
養
成
科(

一
般
後
期)

・
専
攻
科(

Ｃ

日
程)

　
平
成
20
年
２
月
29
日（
金
）

・
募
集
期
間
　
平
成
20
年
２
月
12
日
〜

22
日

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

山
梨
県
立
農
業
大
学
校

　
☎
０
５
５
１（
３
２
）２
２
６
９

　
み
な
さ
ん
、
お
酒
は
お
好
き
で
す
か
。

「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

適
量
を
守
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
飲
み
す
ぎ
は
健
康
に
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
を
心

が
け
、
お
酒
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

■
過
度
の
飲
酒
は
な
ぜ
ダ
メ
な
の
？

・
飲
み
す
ぎ
に
よ
っ
て
、
高
血
圧
や
脳

卒
中
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

・
肝
臓
に
中
性
脂
肪
が
た
ま
り
、
肝
臓

の
働
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。

・
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な

ど
）
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
量
が
増
え
続
け
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

■
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
と
は
？

　
笛
吹
市
健
康
増
進
計
画
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
適
度
な
飲
酒
を
し
て

い
る
人
は
、
43
・
1
％
で
し
た
。

　
「
健
康
日
本
21
（
平
成
12
年
に
厚
生

労
働
省
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
第
三

次
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
）
」
で
は
、

純
ア
ル
コ
ー
ル
で
１
日
平
均
20
ｇ
を「
節

度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
例
で
考
え
て
み
る
と
…

　

■
お
酒
と
上
手
に
付
き
合
う
ポ
イ
ン
ト
は
？

・
飲
む
と
き
は
食
べ
な
が
ら
に
し
よ
う
。

お
す
す
め
は
、
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質

や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
含
む
食
品
（
大

豆
製
品
・
野
菜
・
海
藻
類
・
脂
身
の

少
な
い
魚
肉
）。

・
遅
く
と
も
飲
酒
は
夜
12
時
ま
で
。

・
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
時
間
を
か
け
て

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
も
う
。

・
他
の
人
に
お
酒
の
無
理
強
い
を
し
な
い
。

・
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
つ
く
る
。

・
お
酒
に
頼
ら
な
い
ス
ト
レ
ス
解
消
法

を
持
つ
。（
散
歩
や
運
動
な
ど
）

※
未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
の
飲
酒

も
胎
児
に
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
年
末
年
始
に
は
、
飲
酒
の
機
会
が
増

え
ま
す
。
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　
市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
病
児
・
病
後
児
保
育
（
派
遣
型
）
サ

ー
ビ
ス
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
乳
幼
児
や
低
学

年
児
童
が
病
気
回
復
期
に
あ
り
、
集
団

保
育
や
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
な
場
合

な
ど
に
、
登
録
さ
れ
た
看
護
師
な
ど
を

派
遣
し
、
自
宅
や
関
連
施
設
な
ど
を
活

用
し
て
、
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
及
び

健
康
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
看

護
師
ま
た
は
保
健
師
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
要
件

看
護
師
ま
た
は
保
健
師
の
資
格
を
お

持
ち
の
方
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
賃
金
（
日
額
）

　
９
０
０
０
円
　（
半
日
　
４
５
０
０
円
）

■
申
込
方
法

電
話
で
の
お
申
し
込
み
を
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

保
健
福
祉
部
　
児
童
課

児
童
家
庭
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４
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山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
事
業
に
よ
り
、
心
身
障
害
者
の
方
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
の
自
家
用
自

動
車
の
燃
料
費
を
助
成
し
ま
す
。
　

■
対
象
者

▽
平
成
19
年
度
分
の
自
動
車
税
ま
た

は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る
方

▽
平
成
20
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
方
で
、
障
害
の
程

度
が
次
に
該
当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が

１
級
ま
た
は
２
級

・
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
害
の

程
度
が
A
―

1
、
A
―

2a
、
A
―

2b

ま
た
は
A
―

3
�
�
��

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
、
第
１
項
症
ま
た

は
第
２
項
症

■
助
成
金

　「
対
象
期
間（
月
数
）×
50
ℓ
」
と
「
実

際
の
購
入
量
」
の
少
な
い
方
（
助
成

対
象
量
）
に
、
１
ℓ
あ
た
り
ガ
ソ
リ

ン
な
ら
40
円
、
軽
油
な
ら
18
円
を
乗

じ
た
額

■
対
象
と
な
る
燃
料
費
と
期
間

　
平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
19

年
12
月
31
日
ま
で
に
、
税
の
減
免
を

受
け
た
自
動
車
ま
た
は
軽
自
動
車
で

消
費
す
る
た
め
購
入
し
た
燃
料

　
た
だ
し
、
期
間
の
途
中
で
税
の
減

免
の
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、
手
続

き
を
し
た
日
の
翌
月
１
日
分
か
ら
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

■
請
求
関
係
書
類
は
事
前
に
受
け
取
り
を

　
福
祉
総
務
課
や
各
支
所
の
窓
口
、

ま
た
は
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
の

福
祉
課
窓
口
に
関
係
書
類
が
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　
請
求
受
付
前
に
、
ご
自
身
も
し
く

は
ご
家
族
な
ど
が
、
関
係
書
類
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

・
記
入
し
た
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動

車
燃
料
費
助
成
金
請
求
書

・
販
売
店
で
証
明
さ
れ
た
支
払
証
明
書
、

ま
た
は
助
成
金
請
求
者
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
領
収
書
を
添
付
し
た
購
入

量
計
算
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

　（「
減
免
申
請
済
」と
押
印
が
あ
る
も
の
）

・
印
鑑
、
減
免
車
両
の
車
検
証
、
請
求

者
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
は
不
可
）

■
受
付
日
・
場
所

▽
持
参
の
場
合

・
平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）

　
山
梨
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
１
月
16
日（
水
）

　
山
梨
市
牧
丘
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　

・
１
月
17
日（
木
）

　
甲
州
市
市
民
文
化
会
館
　

・
１
月
18
日（
金
）

　
甲
州
市
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー
　

・
１
月
22
日（
火
）

　
笛
吹
市
学
び
の
杜
み
さ
か

・
１
月
23
日（
水
）

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　

・
１
月
29
日（
火
）�

�
�東

山
梨
合
同
庁
舎

■
受
付
時
間
　(

各
会
場
と
も
に)

　
午
前
10
時
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
郵
送
の
場
合

県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所�

�福
祉
課
へ

平
成
20
年
１
月
29
日
消
印
有
効

　
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場

合
に
は
、
助
成
金
の
支
払
い
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

　
福
祉
課

〒
４
０
５
―
０
０
０
３
　

山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
―
１

東
山
梨
合
同
庁
舎
内

☎
０
５
５
３(

２
０)

２
７
５
０

・
市
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

　
☎
０
５
５(

２
６
２)

１
２
７
１

　
入
院
し
た
と
き
に
医
療
機
関
の
窓
口
で

保
険
証
と
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

に
な
る
認
定
証
の
こ
と
で
す
。

　
認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者

・
笛
吹
市
の
国
保
加
入
者
（
す
で
に
老
人

保
健
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
を
除

く
）

・
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
あ
る
世

帯
の
方

※
70
歳
以
上
の
方
は
…

　
所
得
区
分
が
「
低
所
得
Ⅰ
」
、
「
低
所

得
Ⅱ
」
の
方
が
対
象
で
す
。

　
所
得
区
分
が
「
一
般
」
、
「
一
定
以

上
所
得
者
」
の
方
は
、
お
持
ち
の
「
高

齢
受
給
者
証
」
で
同
様
の
確
認
が
で

き
ま
す
の
で
、
認
定
証
の
申
請
は
不

要
で
す
。

■
自
己
負
担
限
度
額

　
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

　
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
民

環
境
部
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支

所
の
住
民
課
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
認
定
証
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す

　
毎
年
８
月
１
日
が
認
定
証
の
年
度
更

新
日
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
有
効
期
限
は
、
申
請
し

た
月
の
初
日
（
申
請
し
た
月
に
国
保
に

加
入
し
た
方
は
、
国
保
被
保
険
者
に
な

っ
た
日
）
か
ら
次
の
７
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１
　

（
内
線
１
２
１
）
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65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の
納

め
方
は
、
つ
ぎ
の
２
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。

　
普
通
徴
収
の
方
は
、
特
に
納
め
忘
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
（
40
〜
64
歳
の
方

は
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
の
中
で
医
療
分

と
介
護
分
を
合
わ
せ
て
納
め
ま
す
。
）

■
特
別
徴
収

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

■
普
通
徴
収

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
は
、

納
付
書
で
金
融
機
関
で
納
め
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
通
帳
・

届
出
印
・
納
付
書
を
持
参
の
上
、
預
貯

金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
市
外
所
在
の
金
融
機
関
の
窓
口
に
は
、

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
介
護
保
険
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
本
来
、
年
金
か
ら
天
引
き
に
な
る
「
特

別
徴
収
」
の
方
で
も
、
次
の
よ
う
に

一
時
的
に
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
保
険
料
が
増
額
に
な
っ
た
と
き

　
↓
増
額
分
を
納
付
書
で
納
め
ま
す

●
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
と
き

●
年
度
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
と
き

●
保
険
料
が
減
額
に
な
っ
た
と
き

●
年
度
途
中
で
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ

た
と
き�

●
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
と

き↓
６
カ
月
〜
１
年
間
は
納
付
書
で
納

め
ま
す

　
ま
た
、
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が

な
い
の
に
、
滞
納
が
２
年
以
上
続
く

と
介
護
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
給
付
の
一

時
差
止
、
利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら

３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。

※
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、

保
険
料
の
減
額
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
は
、

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
介
護
保
険
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
平
成
19
年
度
介
護
保
険
料

　
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

　
第
５
期
（
12
月
）
12
月
25
日

　
第
６
期
（
２
月
）
２
月
29
日

介
護
保
険
料
は
納
期
限
を
守
っ
て
納
め

ま
し
ょ
う
！

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課

　
介
護
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
３

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象

12
歳
に
な
っ
た
後
、
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了

前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方

■
児
童
の
年
齢
に
よ
る
支
給
額(

月
額)

▽
３
歳
未
満
　
　
　
　
一
律
１
万
円

▽
３
歳
以
上

・
第
１
子
・
第
２
子
　
５
０
０
０
円

・
第
３
子
以
降
　
　
　
　
　
１
万
円

■
支
給
時
期

毎
年
２
・
６
・
10
月
に
、
各
月
の
前
月

分
（
４
カ
月
分
）
ま
で
を
支
給

■
申
請
場
所

保
健
福
祉
部�

児
童
課
ま
た
は
各
支
所

住
民
課
（
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
）

・
児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

・
認
定
さ
れ
た
場
合
、
手
当
は
申
請
月

の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

・
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
必
ず
児

童
手
当
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
受
給
し
て
い
る
方
も
、
第
２
子

以
降
が
生
ま
れ
た
場
合
、
増
額
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部�

児
童
課�

児
童
家
庭
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
の
学
童
保
育

利
用
申
請
の
受
付
を
始
め
ま
す
。

　
学
童
保
育
は
、
児
童
が
学
校
か
ら
帰

宅
し
て
も
、
保
護
者
や
親
族
が
仕
事
な

ど
に
よ
り
面
倒
を
見
ら
れ
な
い
家
庭
の

児
童
を
、
市
が
設
置
し
た
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
で
お
預
か
り
し
、
適
切
な
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
し
て
健
全
な
育
成
を

図
る
事
業
で
す
。

■
受
付
期
間
　

12
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
期
間
厳
守

※
申
請
受
付
場
所
は
、
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
一
覧
表

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
学
童
保
育
を
利
用
し
て

い
る
方
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
方
法

　
保
健
福
祉
部
児
童
課
窓
口
・
各
支

所
の
住
民
課
窓
口
・
各
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
利
用
に
つ
い
て
条
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
学
童
保
育
実
施
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
（
火
）
〜
平
成
21

年
３
月
31
日
（
火
）�

■
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）１
９
０
４

　
ま
た
は
各
支
所
住
民
課

　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

心
配
な
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
医
師
会
で
は
、
11
月
か
ら
12

月
を
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
月
間
」
と
し
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
２
週

間
経
過
し
な
い
と
効
果
が
現
れ
な
い
た
め
、

早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
今
年
は
春
か
ら
初
夏
に
か
け

て
麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行
し
ま
し
た
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
M
R

ワ
ク
チ
ン
）
予
防
接
種
が
第
1
期
と
第

2
期
の
2
回
接
種
と
な
り
2
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
2
回
の
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
の
人
に
免
疫

が
で
き
ま
す
。
1
歳
の
お
誕
生
日
を
す

ぎ
た
ら
、
1
回
目
の
M
R
ワ
ク
チ
ン
を
、

そ
し
て
、
小
学
校
入
学
ま
で
に
は
2
回

目
の
M
R
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い

年
齢
で
も
、
自
費
で
の
予
防
接
種
は
可

能
で
す
の
で
、

か
か
り
つ
け
医

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　　　　名　称� 定員� 申請受付場所

石和南小学童保育クラブ� 50�

石和東小学童保育クラブ� 50

石和北小学童保育クラブ� 40

富士見小学童保育クラブ� 90

石和西小学童保育クラブ� 55

御坂学童保育クラブ� 90� 御坂支所・御坂学童保育クラブ

一宮学童保育クラブ� 95� 一宮支所・一宮学童保育クラブ

八代学童保育クラブ� 90� 八代支所・八代学童保育クラブ

境川学童保育クラブ� 70� 境川支所・境川学童保育クラブ

かすがい学童保育クラブ� 50� 春日居支所・かすがい学童保育クラブ

保健福祉部　児童課

各学童保育クラブ

☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先 ＊
対
象
者
に
、
予
診
票
、
契
約
医
療
機
関

な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
な
ど
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、

新
し
い
予
診
票
と
交
換
し
ま
す
の
で
、

各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平 成 1 9 年 9 月 生 ま れ

平成18年12月生まれ

平成８年12月生まれ

現在見合わせています
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公

私

広域

公

私

公

広域

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 受付時間

御
　
坂

御坂東保育所

御坂西保育所

御坂北保育所

英保育園

御坂葵保育所

住所が御坂地区で、市外の保育（所）園の申込み

御坂町下黒駒2122

御坂町夏目原870

御坂町金川原380

御坂町成田692

御坂町大野寺667

45

90

75

60

90

私

公

広域

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 受付時間

私

広域

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 受付時間

一
　
宮

木の花保育園

都保育園

相興保育園

あさま保育園

一宮保育園

住所が一宮地区で、市外の保育（所）園の申込み

一宮町一ノ宮1684

一宮町本都塚117

一宮町中尾949

一宮町金沢227-36

一宮町東原410

60

45

60

60

90

八
　
代

博愛保育園

八代保育園

八代花鳥保育所

八代御所保育所

八代町北1762

八代町南931

八代町竹居2127

八代町米倉37

120

120

45

60

住所が八代地区で、市外の保育（所）園の申込み

私

広域

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 受付時間

公

広域

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 受付時間

境
　
川

広域住所が境川地区で、市外の保育（所）園の申込み

境川保育園 境川町小黒坂1640-1 150

住所が春日居地区で、市外の保育（所）園の申込み�

春
日
居

かすがい西保育所

かすがい東保育所

春日居町熊野堂243-3

春日居町加茂319

100

100

公

広域

受付場所地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 受付時間

芦
　
川

芦川へき地保育所 芦川町上芦川133-2 30

受付場所

石
　
和

石和第一保育所

石和第二保育所

石和第三保育所

石和第四保育所

石和第五保育所

わかば保育園

住所が石和地区で、市外の保育（所）園の申込み

石和町八田249

石和町四日市場2210

石和町中川330

石和町小石和1

石和町松本181-1

石和町市部693-5

80

150

90

210

60

45

地区 立 施　設　名 所　在　地 定員 受付日 受付時間

一宮保健センター

八代支所
2階　会議室

境川保育園

境川支所　住民課

かすがい西保育所

かすがい東保育所

春日居支所　会議室

住所が芦川地区で、市外の保育（所）園の申込み
芦川支所�地域住民課

石和保健センター
３階��会議室

※各保育所の所定受付日に来られない場合は、一覧表にある都合の良い受付日・場所にお申し込みくだ
さい。�������������

（例）御坂西保育所へ入所を希望する方が、石和第四保育所の受付日に申し込みをすることも可能です。

　なお、一覧表にある受付日に申込書を提出できない場合は、保健福祉部児童課へご連絡ください。　
状況によっては、期間以外の受付もご相談に応じます。

　※ご注意ください
　保護者求職中を理由に入所を希望する方の受付日は、平成20年３月１日以降です。

■問合せ先　　保健福祉部　児童課　保育所担当　☎�０５５(２６１)１９０４

　保育所への「新規入所」、「継続入所（現在入所している児童）」の申し込みの受付
を同時に行います。必要書類を添えて、申込書を所定の受付日に提出してください。

■提出書類�������������
①「保育所入所申込書」または「保育所入所調査票」

②税資料………平成19年分源泉徴収票の写し
　　　　　　　平成19年分確定申告書（控）の写し（収受印のあるもの)
　　　　　　　平成19年度市町村民税所得課税証明書
　　　　　　　（平成19年1月1日現在で笛吹市に住民登録していなかった方）
　　　　　　　平成20年度市町村民税・県民税・国民健康保険税申告書の写し（収受印のあるもの）

③その他………母子手帳の写し、診断書、身障者手帳、療育手帳など

なお詳細は、入所申込書に同封されている記入要領を参考にしてください。
�������������

■次の事項に該当すると、保育所へ入所できなくなる場合があります。

①受付時に税資料が用意できない世帯（特に自営業で確定申告受付前のため、確定申告書の写しが用意
できないなど）で、かつ保健福祉部児童課が指定した期日までに「就労証明」または「家庭で保育で
きない証明書類」の提出がない場合

②新規入所希望の方で、児童課で指定する期日までに、申込書の提出がない場合
③現在、児童が保育所に入所（園）している方（継続入所の方）で、「保育所入所調査票」の提出がな

い場合

■「新規」・「継続」入所受付日程

ＰＭ1：30
～7：00

ＰＭ1：30
～7：00

ＡＭ8：30
～ＰＭ7：00

AM�8：30
～PM�6：00

御坂支所
会議室

AM8：30
～PM6：00

AM8：30
～PM6：00

AM8：30
～PM6：00

AM8：30
～PM6：00

ＰM1：30�
～6：00

AM8：30
～12：00

1月22日（火）

1月23日（水）

1月24日（木）

1月28日（月）

1月29日（火）

1月25日（金）

1月30日（水）

1月31日（木）

1月30日（水）

1月31日（木）

2月6日（水）

2月5日（火）

1月11日（金）

1�月�8日（火）

�1月�15日（火）

１月10日（木）

１月18日（金）

1月16日（水）

1月17日（木）

1月21日（月）
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国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
１
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
11
月
に
送
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
、

必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※
11
月
に
送
付
さ
れ
た
証
明
書
は
、
平
成

19
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の

間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

方
で
す
。

　
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に
、
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
方
の
証
明
書
は
、
平
成
20
年
２
月
に

送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ
先
　

　
国
民
年
金
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

・
☎
０
５
７
０
（
０
０
）
９
９
１
１

　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
・
I
P
電
話
な
ど
の
方
は

　
　
☎
０
４
５
（
３
２
６
）
１
８
４
０

※
こ
れ
ら
の
電
話
番
号
に
よ
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
平
成
20
年
３
月
14
日（
金
）

ま
で

　
お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら

目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視

覚
に
問
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
盲
学
校
へ
の
就
学
相
談
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
日
時
　
12
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
―
10
―
２
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
盲
学
校
　
視
覚
障
害
教
育
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー（
担
当
　
佐
田
・
浅
川
）

☎
０
５
５
（
２
２
６
）３
３
６
１

　■
日
時

平
成
20
年
１
月
13
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
　
受
付

午
前
10
時
　
　
　
　
開
式

■
場
所

▽
石
和
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
御
坂
会
場
　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
　
　

▽
一
宮
会
場
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ

れ
あ
い
文
化
館

▽
八
代
会
場
　
八
代
総
合
会
館

▽
境
川
会
場
　
境
川
総
合
会
館

▽
春
日
居
会
場
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
芦
川
会
場
　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ

ン
タ
ー

※
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
笛
吹
市
成

人
式
に
参
加
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
石
和
会
場
に
つ
い
て

　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

・
そ
れ
以
外
の
会
場
に
つ
い
て

　
参
加
会
場
の
各
支
所
地
域
課

　
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
（
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ

Ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
　
Ｄ
ａ
ｙ
）」
で
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
今
年
も
12
月
4
日
（
火
）
か
ら

10
日
（
月
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
第
59
回

人
権
週
間
」
と
定
め
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
、
明
る
い

社
会
を
み
ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

―�

人
権
週
間
の
強
調
事
項�

―

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

▽
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う
　
な
ど

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
、
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
厳
守
で
、
手
続
き
な
ど
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
合
せ
先

・
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　
☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

・
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）７
２
３
９

　
市
で
は
、
平
成
19
・
20
年
度
の
一
般
競

争
入
札
・
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

た
め
の
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
済
ま
せ
、

資
格
の
あ
る
業
者
な
ど
を
「
有
資
格
者

名
簿
」
に
登
載
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、

申
請
を
忘
れ
た
方
や
、
新
た
に
市
と
入
札
・

契
約
を
希
望
す
る
方
の
た
め
に
、
来
年

１
月
、
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
（
中
間
年
）
に
市
が
発

注
す
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
個
人
事
業
者
・
法
人
事
業
者

な
ど
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
中
間
年
で
あ
る
た
め
、
新
規

の
み
と
し
、
業
種
の
追
加
や
市
内
に
あ

る
営
業
所
な
ど
に
市
と
の
入
札
契
約
な

ど
に
つ
い
て
の
権
限
を
委
任
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
（
登
記
し
て
、
市
内
に

お
く
こ
と
は
構
い
ま
せ
ん
）。

■
申
請
の
基
準
日
及
び
登
録
の
有
効
期
間

▽
申
請
の
基
準
日

平
成
20
年
１
月
１
日（
火
）

　
別
に
記
載
の
あ
る
場
合
を
除
き
、

申
請
に
あ
た
っ
て
は
基
準
日
の
状

況
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
登
録
の
有
効
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
（
火
）
〜
平
成

21
年
３
月
31
日（
火
）

■
提
出
方
法

　
持
参
申
請
の
み
受
付
け
ま
す
（
様

式
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　
※
郵
送
申
請
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

平
成
20
年
１
月
７
日（
月
）〜
15
日（
火
）

（
土
・
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所

　
総
務
部
　
管
財
課
（
本
庁
３
階
）

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
管
財
課
　
契
約
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）２
０
３
０

　�
�

�
�

�
�

■
日
時

　
12
月
５
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所
　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

■
内
容

▽
裁
判
員
制
度
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

と
質
疑
応
答

▽
模
擬
評
議

■
定
員
　
約
50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶

務
係

　
☎
０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
１

（
内
線
２
５
２
５
）

　
み
な
さ
ん
の
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
６
日（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

　
笛
吹
市
商
工
会
本
所（
石
和
支
所
）

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
商
工
会

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
８
１
１

　
12
月
１
日
（
土
）
か
ら
31
日
（
月
）
ま
で
、

年
末
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
運
動
の
重
点
目
標

①
飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
・
危
険
な
運

転
の
追
放
　

②
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

③
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
徹
底
と
反

射
材
使
用
の
推
進
　

④
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
使
用
の
徹
底

⑤
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
年
末
は
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
今
年
９
月
19
日
か
ら
、
運
転
者

及
び
そ
の
関
係
者
な
ど
に
対
し
て
の
罰

則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
飲
酒
に
よ
る

交
通
事
故
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
、
強
い
意
思
を
持
っ
て
こ
の
運
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
安
全
で
快
適
な

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

善
意
の
ご
寄
付

日
本
中
央
競
馬
会
東
京
競
馬
場

　
場
長
　
吉
田
　
啓
二
　
様

（
東
京
都
府
中
市
）
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山
梨
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色
申

告
決
算
書
の
作
成
や
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
程
・
場
所

▽
12
月
４
日
（
火
）

　
山
梨
市
民
会
館
４
階
大
会
議
室

▽
12
月
５
日
（
水
）

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
集

会
室

▽
12
月
11
日
（
火
）

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
２
階
大
会
議
室

■
時
間

　
午
前
10
時
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
午
前
、
午
後
の
部
ど
ち
ら
も
説
明
内

容
は
同
じ
で
す
。

■
説
明
内
容

▽
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成

及
び
青
色
申
告
特
別
控
除
の
適
用
要

件
（
貸
借
対
照
表
の
説
明
を
含
む
）

な
ど

　
▽
消
費
税
な
ど
の
届
出
に
関
す
る
手
続

き
、
課
税
売
上
高
の
判
定
、
課
税
売

上
げ
の
区
分
整
理
の
方
法
及
び
申
告

書
の
書
き
方
な
ど

　▽
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
の
概
要
及
び
利
用

手
続
き
な
ど

　
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
告
・
納
税
が
で
き
る
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
次
の
よ
う

に
さ
ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
、
所
得
税
や
消
費
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直
接
電

子
申
告
が
で
き
ま
す
。

▽
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除

　
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明

書
を
付
け
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
申
告
期
限
ま
で
に
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で

行
う
と
、
最
高
５
０
０
０
円
の
所
得

税
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
（
平
成
19
年
分
ま
た
は
平
成

20
年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
）

▽
添
付
書
類
の
提
出
不
要

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や

源
泉
徴
収
票
な
ど
は
、
提
出
に
代
え

て
、
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
で

き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
、
添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▽
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
の
処
理
期
間
が
、
約
３
週
間
に
短
縮

さ
れ
ま
す
。

※
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、

開
始
届
出
書
の
提
出
、
電
子
証
明
書

付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
取

得
や
そ
の
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
た
め

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必

要
に
な
る
な
ど
、
事
前
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
第
１
部
門

　
☎
０
５
５
３（
２
２
）１
４
１
５

　
電
子
証
明
書
と
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど

行
政
機
関
へ
申
請
手
続
き
を
す
る
の
に
必

要
な
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
に
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
記

録
さ
れ
る
電
子
署
名
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
取
得
か
ら
電

子
証
明
書
発
行
ま
で
に
は
、
約
30
分
程
度

か
か
り
ま
す
。
（
混
雑
時
な
ど
は
多
少
時

間
が
か
か
り
ま
す
）

　
詳
細
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

・
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
　
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
　
　

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.jp

k
i.g

o
.jp

/

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
」
の
サ
イ
ト

※
発
行
手
数
料

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
来
年
３

月
末
ま
で
無
料
、
電
子
証
明
書
は
５

０
０
円
か
か
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
戸
籍
住
民
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１
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※金額は税抜き価格です。

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

舗装本復旧工事第4工区(境川)� 境川町藤垈� 4,000,000� 3,880,000� ㈱拓甲建設�笛吹支店�平成19年10月4日

舗装本復旧工事第3工区(八代)� 八代町高家� 5,200,000� 4,950,000�� 中央舗道建設㈲� 〃

舗装本復旧工事第2工区(八代)� 八代町岡� 7,800,000� 7,500,000� ㈱日昇建設� 〃

舗装本復旧工事第1工区(八代)� 八代町北� 8,300,000� 8,000,000�� 〃

下水道関連配水管布設替工事第1904工区(八代）� 八代町竹居� 4,300,000� 4,120,000� ㈲石倉興業� 〃

下水道関連配水管布設替工事第1902-02工区(八代）� 八代町竹居� 13,000,000� 12,500,000� ㈲椚設備� 〃

狐新居水路改修工事� 一宮町狐新居� 4,000,000� 3,900,000� ㈲桃李� 〃

市道一宮1－2号線側溝改修工事� 一宮町千米寺� 6,000,000� 5,850,000� ㈱日工建設� 〃

市道御坂5号線側溝整備工事� 御坂町成田� 6,280,000� 6,100,000� ㈱岡工務所� 〃

市道一宮1－12号線側溝改修工事� 一宮町狐新居� 10,000,000� 9,650,000� 武藤工業㈱� 〃

市道春日居3-59号線交差点改良工事� 春日居町桑戸� 13,400,000� 12,800,000� ㈱栗田工業� 〃

市道境川142号線側溝改修工事� 境川町小山� 15,000,000� 14,100,000� ㈲雨宮組� 〃

市道石和100号線改修工事（2工区）� 石和町川中島� 19,670,000� 18,500,000� 友愛工業㈱� 〃

農道806号線改良工事� 八代町竹居� 21,900,000� 21,000,000� 風間興業㈱� 〃

市道3ー440号（春日居地内）改良工事　2工区� 春日居町別田� 25,000,000� 23,500,000� ㈱飯塚工業� 〃

ネットワーク通信機器購入� 笛吹市内� 6,800,000� 6,454,400� ㈱小林事務機� 〃

サーバ機器購入� 笛吹市内� 15,300,000� 13,448,000� ㈱小林事務機� 〃

下水道管渠実施設計委託　第11工区（石和）� 石和町井戸� 11,000,000� 5,940,000� ㈱東洋開発コンサルタント� 〃

下水道管渠実施設計委託　第12工区（石和）� 石和町今井・山崎・唐柏�13,270,000� 7,560,000� 昭和測量㈱　峡東支店� 〃

大舟浄水着水井等改修工事� 八代町竹居� 8,550,000� 6,840,000� 甲信商事㈱　甲府支店� 〃

川中島配水ポンプ・計装機更新工事� 石和町川中島� 65,000,000� 45,500,000� 中楯電気㈱� 平成19年10月11日

一宮北小学校　パソコン教室パソコン購入� 一宮北小学校� 950,000� 710,000�㈱システムインナカゴミ�平成19年10月18日

笛吹市水道管路図整備業務委託� 石和町� 17,400,000� 15,300,000� ㈱ブレーンズ� 〃

下水道関連配水管布設替工事第1910工区(八代）� 八代町北� 2,500,000� 2,420,000� 石原設備� 〃

下水道関連配水管布設替工事第1909工区(八代）� 八代町岡� 2,880,000� 2,800,000� ㈲椚設備� 〃

下水道関連配水管布設替工事第1908号工区(八代）� 八代町岡� 3,400,000� 3,260,000� ㈲石倉興業� 〃

下水道関連配水管布設工事（石和6工区）� 石和町窪中島� 5,680,000� 5,460,000� ㈲浅川住宅設備� 〃

川中島地内配水管布設工事� 石和町川中島� 8,100,000� 7,800,000� ㈲杉山管工業� 〃

松本地内配水管布設替工事� 石和町松本� 8,950,000� 8,600,000� ㈲松山興業� 〃

石和温泉駅駅前広場照明灯工事（その3）� 石和町松本� 11,200,000� 10,450,000� ㈱真栄電気� 〃

緊急舗装修繕業務の3� 石和町・春日居町・一宮町�19,800,000� 入札中止� 入札中止� 〃

下水道管渠布設工事第22工区（八代）� 八代町竹居� 17,600,000� 16,900,000� 風間興業㈱� 〃

緊急維持修繕業務の3� 石和町・春日居町・一宮町�20,000,000� 19,100,000� ㈱須田組� 〃

緊急維持修繕業務の4� 　� 20,000,000� 19,000,000� ㈱芦沢組土木� 〃

下水道管渠布設工事第26工区（石和）� 石和町窪中島� 25,000,000� 23,700,000� ㈱栗田工業� 〃

笛吹農道589号(一宮地内)測量設計用地調査業務委託� 一宮町本都塚� 3,780,000� 2,940,000� ㈱浅川工営�峡東支店�平成19年10月25日

笛吹市立御坂児童センター�太陽光発電設備工事� 御坂町栗合� 11,000,000� 10,550,000� ㈱小山電気� 〃

市道御坂869号線外横断側溝改修工事� 御坂町井之上��外� 3,100,000� 3,000,000� ㈲小越建設� 〃

下水道管渠布設工事第24工区（八代）� 八代町北� 6,570,000� 6,372,000� ㈱拓甲建設�笛吹支店� 〃

市道八代4号線改良工事� 八代町米倉� 6,990,000� 6,820,000� 望月建設工業㈱� 〃

下水道管渠布設工事第27工区(八代)� 八代町南� 8,890,000� 8,623,000� �㈱拓甲建設�笛吹支店� 〃

下水道管渠布設工事第23工区（八代）� 八代町岡� 12,820,000� 12,200,000� 矢崎興業㈱� 〃

走湯橋水管橋添架工事� 春日居町下岩下地区� 9,140,000� 8,800,000� ㈲ツチヤ設備� 〃

消防団春日居分団第6部拠点施設新築工事� 春日居町徳条10-4番地�16,000,000� 14,780,000� 芝垣工務所� 〃

御坂町・八代町・境川町・
芦川町

㈱NIPPOコーポレーション
山梨営業所
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●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
12
月
13
日
︵
木
︶

　
午
前
11
時
か
ら
　

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
12
月
６
日
︵
木
︶・
20
日
︵
木
︶

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

12
月
１
日︵
土
︶・
８
日︵
土
︶・
15
日︵
土
︶・

22
日
︵
土
︶

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
12
月
11
日
︵
火
︶・
25
日
︵
火
︶

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

︵
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
︶

●
楽
蔵(

映
画
会
・
お
話
・
工
作
︶

　
12
月
１
日
︵
土
︶
　
午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

12
月
21
日
︵
金
︶

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
12
月
５
日
︵
水
︶

︻
あ
ん
よ
︼

　
午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分
　
　
　

　
︵
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
︶

︻
だ
っ
こ
︼

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
　
︵
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
︶

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
12
月
８
日
︵
土
︶午
後
２
時
か
ら

　
定
員
15
人
　

お
申
し
込
み
は
、
12
月
５
日
︵
水
︶
ま
で

に
一
宮
図
書
館
へ

●
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会

12
月
２
日
︵
日
︶・
９
日
︵
日
︶・
23
日
︵
日
︶

午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
12
月
８
日
︵
土
︶

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
お
兄
さ
ん
の
お
は
な
し
会

︵
土
・
日
に
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
お
話

会
を
し
て
い
ま
す
︶

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

12
月
５
日︵
水
︶・
12
日︵
水
︶・
19
日︵
水
︶・

26
日︵
水
︶

毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

12
月
８
日︵
土
︶午
後
２
時
か
ら

︵
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
お
は
な
し
会
を

し
て
い
ま
す
︶

●
お
は
な
し
の
へ
や


も
も︵
乳
幼
児
向
け
︶

12
月
11
日︵
火
︶・
18
日︵
火
︶

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
12
月
８
日︵
土
︶

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま

つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者

の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は

な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

石
和
図
書
館
︵
担
当
　
雨
宮
︶

☎
０
５
５︵
２
６
２
︶５
９
５
９

○
石
和
図
書
館

３
日︵
月
︶・
10
日︵
月
︶・
17
日︵
月
︶・

25
日︵
火
︶・
29
日︵
土
︶〜
31
日︵
月
︶


○
御
坂
図
書
館

５
日︵
水
︶・
12
日︵
水
︶・
19
日︵
水
︶・

26
日︵
水
︶・
28
日︵
金
︶〜
31
日︵
月
︶

○
一
宮
図
書
館

３
日︵
月
︶・
10
日︵
月
︶・
17
日︵
月
︶・

24
日︵
月
︶・
28
日︵
金
︶〜
31
日︵
月
︶

○
八
代
図
書
館

３
日︵
月
︶・
10
日︵
月
︶・
17
日︵
月
︶・

24
日︵
月
︶・
28
日︵
金
︶〜
31
日︵
月
︶

○
境
川
図
書
室

２
日︵
日
︶・
９
日︵
日
︶・
16
日︵
日
︶・

23
日︵
日
︶・
24
日︵
月
︶・
28
日︵
金
︶〜

31
日︵
月
︶

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

３
日︵
月
︶・
10
日︵
月
︶・
17
日︵
月
︶・

25
日︵
火
︶・
27
日︵
木
︶〜
31
日︵
月
︶
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明治40年の大水害から100年。笛吹市域
における過去の主な風水害を人々の証言
などを織り込みまとめた記録誌です。
■金　　額　1,000円（1冊）
■取扱場所　市役所経営政策室（本庁2階）
　　　　　　または各支所地域課（芦川支所は地域住民課）
■問合せ先　経営政策室広聴広報担当　☎０５５（２６２）４１１１

まちづくり市民会議

　　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
か
け
て
﹁
笛

吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
笛
吹
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
長

期
的
・
総
合
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
市
民
生
活
に
も
直
接
関
わ
る
様
々
な

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定
め
る
重
要
な

計
画
で
す
。

　
計
画
策
定
を
進
め
る
中
で
、
市
民
検
討

組
織
﹁
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
﹂
を
設
置

し
、
市
の
特
性
や
課
題
の
把
握
、
地
域
ま

ち
づ
く
り
の
提
案
へ
と
成
果
を
積
み
上
げ
、

こ
の
た
び
、﹁
地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
﹂

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
成
果
を
計
画
策
定
へ
反
映
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
、
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、

計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
市
民
会
議
メ
ン

バ
ー
が
﹁
地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
﹂
を

発
表
す
る
と
と
も
に
、
市
民
会
議
の
提
案

を
ベ
ー
ス
と
し
て
パ
ネ
ラ
ー
型
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
来
場
者
と
参
加

者
が
一
体
と
な
っ
た
、
自
由
で
開
か
れ
た

話
し
合
い
の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
15
日︵
土
︶

　
午
後
１
時
〜
受
付

　
午
後
１
時
30
分
〜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
入
場
無
料
　
参
加
自
由

■
場
所
　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

▽
第
１
部
﹁
み
ん
な
で
描
い
た
明
日
の

笛
吹
市
﹂
地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

の
提
案
発
表

▽
第
２
部
﹁
笛
吹
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
﹂

荻
野
市
長
、
大
山
勲
山
梨
大
学
准

教
授
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
代
表

な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

※
来
場
者
と
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
す
。

■
主
催

　
笛
吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
・
笛
吹
市

■
問
合
せ
先

　
建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
☎
０
５
５︵
２
６
５
︶４
７
６
２
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